
当保険組合は、2016年度・2017年度・2018年度の以下のデータについて
個人が特定できないよう匿名化して＊、研究開発代表者へ提供します。
▷特定健診情報（身体計測、血液検査、問診データ等）
▷特定保健指導情報（階層化、行動変容ステージ、面接方法、目標体重・腹囲等）
▷特定健診・特定保健指導の集計情報（実施状況等）
被保険者様、被扶養者様の個人が特定されたり、
情報が外部に漏れることはございません。

＊研究へ提供するデータは、
『高齢者の医療の確保に関する法律』に基づき、
特定健診・特定保健指導の実施状況等のデータを
匿名化して、厚生労働大臣へ提供したものです。

健康保険
組合

共済組合

国民健康
保険組合

目標登録数 50,000件

壮年期（40～64歳）の方に対する効果的な保健指導技術の開発を目的に、複数の保
険組合から協力を得て、特定保健指導の動機づけ支援に該当された方々のデータを収集、
大規模データベースを作成します。そのデータを多角的に分析し、効果的な保健指導の方
法について検討する研究です。
研究開発代表者:あいち健康の森健康科学総合センター センター⾧ 津下 一代

研究協力に関する詳細や
お問い合わせは次ページをご覧ください。

研究の概要

協力している内容




